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３．プロジェクト名、研究課題、集会名、または利用施設・装置・機器・データ等の名称 

   和文： 地震発生予測のための地震活動評価手法の基盤構築       

   英文： Development of infrastructure for earthquake forecast system based on statistical 

seismology        
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６．研究内容（コンマ区切りで 3つ以上のキーワードおよび 400字程度の成果概要を記入） 

キーワード：キーワード：地震発生予測，プロスペクティブ，CSEP 

 1日予測テストクラスを 677ラウンド，3ヶ月予測テストクラスを 4ラウンド，1年予測テストクラスに

対して 2ラウンドの検証結果を得るとともに，平成 24年 7月 12-13日にかけて研究集会「地震活動の評価

に基づく地震発生予測システム：東北地方太平洋沖地震前後の地震発生予測」を開催した． 

 AllJapan テスト領域において，S-Testにパスしないモデルが多数得られたが，これは，１つの binに複

数の地震が起こっていることが原因であることがわかった．空間テストについては，S-Test にかわるマッ

チスコアにおける評価の検討も始めた．さらに，CSEPの consistencyテストは，積極的に地震活動予測モ

デルが観測を満たしているという評価ではなく，「地震予測モデルの予測結果が観測を満たしていないとは

いえない」という評価であることに今後注意していくことが改めてわかった． 
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